























































































は 2013年 7月の The Society of Experimental 
Biology Annual Main Meeting 2013（スペイン
・バレンシア）の “Muscle-Tendon Interations”
というセッションで「How can the muscle be 
organized to accomplish tendon displacement at 
the calcaneus that are similar to the muscle fi-
ber length?」と題する招待講演を行った。ま
た，2013年 6月 の 18th annual Congress of 
the European College of Sport Science（スペ
イ ン・バ ル セ ロ ナ）で「True identity to 





























































　　第 1回：7月 3日（水）午後 4～ 6時
        場所：17－401号室
（横浜キャンパス・人間科学部社会コ
ース共同研究室）




　　第 2回：12月 18日（水）午後 4～ 6時
        場所：17－401号室
（横浜キャンパス・人間科学部社会コ
ース共同研究室）
        講師：村井寛志氏（本学外国語学部准教授）
論題：「非常事態時期マラヤのスクウォッタ
ー再定住事業をめぐる言説空間」
2．活動内容
　今年 3月まで活動した共同研究グループ「植民
地近代性の国際比較」を引き継ぐかたちで，本年
7月に発足した新しい共同研究グループである。
2014年 3月中旬には，共同研究グループ「植民
地近代性の国際比較」のもとで編集された，永野
善子（編）『植民地近代性の国際比較：アジア・
アフリカ・ラテンアメリカの歴史経験』（御茶の
水書房，2013年）の合評会を本学箱根保養所で
開催の予定である。
 （文責：永野善子）
